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　３月16日、ＪＲ北海道はダイヤ改正を実施し、北海道

新幹線の青函トンネル内の最高速度を140キロから160キ

ロに引き上げました。このことを受け、町では奥津軽い

まべつ駅構内と青函トンネル入口広場において、町民の

皆さんと一緒にスピードアップを祝いました。

　青函トンネル入口広場では「はやぶさ10号」と「はやて

93号」の通過にあわせて横断幕やミニ手旗を振り、奥津

軽いまべつ駅のホームでは、お手振りのほか観光パンフ

レットの配布、町のゆるキャラ「あらまくん・たずなちゃ

ん」やλ（ラムダ）プロジェクトシンボルキャラクター

「マギュロウ」と一緒に祝い、歓迎ムードを高めました。

　北海道新幹線奥津軽いまべつ駅開業３周年、青函トンネル内最高時速が160キロに引き上げられたことを記

念し、３月23日、奥津軽いまべつ駅舎内において「北海道新幹線奥津軽いまべつ駅おもてなしイベント第４弾

『北海道新幹線開業３周年・スピードアップ記念祭』が開催されました。

　今回のイベントでは、近隣市町村の伝統芸能団体が一堂に会し、オープニングでは玉松太鼓保存会（蓬田

村）の皆さんが記念の日を盛り上げようと盛大に太鼓の音を駅舎内に響かせ会場を沸かせると、その後も三厩
荒馬保存会（外ヶ浜町）、和太鼓クラブ青い鳥（青森市）、なにもささ保存会（中泊町）が出演し、各地域の伝

統芸能を華麗に披露しました。最後に今別荒馬保存会が出演し、華麗にしなやかな演舞を披露すると、会場か

らアンコールがかかるなど大きな拍手の中イベントを締めくくりました。

　駅連絡通路では、大川平加工グループによる豚汁の無料振舞、いまべつ牛

の串焼き、米粉を使ったカンパーニュ（外ヶ浜町）のクレープなど食欲をそ

そる匂いが多くの来場者を惹きつけ、また、会場には今別町のゆるキャラ

「あらまくん・たずなちゃん」やλ（ラムダ）プロジェクトシンボルキャラ

クター「マギュロウ」も駆け付け、お出迎えやお見送りを行いながら観光パ

ンフレット等を配布し、観光客の皆さんにまた今別町に訪れてもらえるよう

にＰＲしました。

スピードアップした新幹線を見送る町民の皆さん

【今別町】今別荒馬保存会

【青森市】和太鼓クラブ青い鳥

会場に駆けつけた左からマギュロウ、
たずなちゃん、あらまくん

【中泊町】なにもささ保存会【蓬田村】玉松太鼓保存会

【外ヶ浜町】三厩荒馬保存会

青函トンネル内の最高速度を160キロに引き上げ！スピードアップを祝う

3rd祭 北海道新幹線開業３周年＆スピードアップ記念祭3rd祭
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募集

No.201802-001

サーモン養殖スタッフサーモン養殖スタッフ 正社員１名月給　20−25万円
その他、契約社員からの正社員へも可能

筋子のオカムラが、サーモン養殖に特化した日本サーモン
ファーム株式会社を立ち上げ、皆様のご協力のもと、今別
町での海面養殖試験を開始しております。
一緒にこの事業を大きくしていこうという意欲のある方、
ご応募お待ちしています！

日本サーモンファーム（株）
〒030-1502
東津軽郡今別町大字今別字今別71-1
採用担当：養殖部  鈴木
携帯：090-6258-2206
HP：http://japan-salmonfarm.com/
勤務地：今別町大字今別字今別71-1
休日：年間休日日数  87日（シフト制）
勤務時間：8：00～16：30（休憩60分）
勤務時間は現場の実情に合わせ随時変更いたします
資格：35歳まで、普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

＊体力に自信のある方で、今別町、外ヶ浜町
出身の方や、工業高校や技術系学校卒の方、
プログラマーなどPCに強い方、優遇します。
応募：事前連絡の上、左記住所に履歴書を
ご郵送ください。
書類選考後面接日時を連絡いたします。
社会保険完備　　
正社員給与：月給20-25万円　年俸制
勤務開始：随時
仕事内容：海上での給餌や養殖施設整備、
他データ管理解析など
養殖に関する実務未経験者歓迎です！

　３月１日、奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間を

結ぶバス（あらま号）利用促進事業第７弾「ス

トーブ列車でお買い物ツアー」が実施され、11名

が参加しました。

　あらま号に乗車し、津軽中里駅到着後、津軽鉄

道に乗り換えた一行は、芦野公園駅にある喫茶店

「駅舎」で昼食をとり、馬肉を使ったカレーなど

をいただきました。昼食後、ストーブ列車に乗り

込み、冷えた体を温めながらだるまストーブで焼

いたスルメなどを堪能し「エルムの街ショッピン

グセンター」では、買い物やティータイムを楽し

むなど楽しい時間を過ごしていました。

　３月17日には、第８弾「ストーブ列車満喫ツ

アー」が実施され、13名が参加しました。

　今回のバスツアーでは、津軽中里駅近くの「く

つろぎダイニング哲」でメバルラーメンを食べ、

その後、金多豆蔵人形劇を鑑賞し、楽しい時間を

過ごしました。鑑賞後はストーブ列車に乗車し、

お酒やスルメ、景色を楽しみ、また、立佞武多の

館や金木駅周辺にある斜陽館も観覧し、参加者は

奥津軽の周遊を楽しみました。

　２月下旬から３月下旬にかけて、旅行会社等が企画した

津軽半島を巡るツアーが計６回開催され、ＪＲ北海道職員

や道の駅スタッフとお出迎え・お見送りを実施しました。

　駅構内では「ようこそ荒馬の里今別町へ」と書かれた

横断幕を掲げ、町のゆるキャラ「あらまくん・たずなちゃ

ん」やλ（ラムダ）プロジェクトシンボルキャラクター「マ

ギュロウ」と共に観光パンフレット等の配布を行いました。

ツアーは奥津軽いまべつ駅を起点に中泊町や五所川原市

を巡る行程となっており、参加者は各地域の観光スポッ

ト等を見学し、奥津軽の魅力を存分に味わっていました。

　３月６日、開発センターにおいて女性部交流事業「い

きいき軽スポーツのつどい」が行われ、冬期間の運動不

足解消を図るため参加者およそ80名がペタンクで汗を流

しました。

　ペタンクはボールを投げたり転がしたりし、ビュット

という的に近づけて点数を競い合うスポーツで、参加者

はチームで作戦を考えたり、いかに点数を取れるかを考

えながら競技

に挑んでいま

した。ペタン

ク終了後に

は、懇親会が

開かれ、料理

を囲みながら

楽しい時間を

過ごしていま

した。

ようこそ今別町へ！バス利用促進事業

奥 津 軽 を 巡 る ！

【第８弾】参加された皆さんと一緒に記念撮影

【第７弾】ストーブ列車では名物のスルメを堪能しました

横断幕を掲げツアー客をおもてなし

ペタンクで汗を流す参加者の皆さん

ペタンクで汗を流そう
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建築作業員募集
電話面接ＯＫ！
学歴・経験・年齢不問・未経験者歓迎。採用時の上京交通費支給（規定有）。
今別町出身の従業員多数在籍！まずはお気軽にお問合せ下さい。

勤 務 地　東京都内各所現場

仕事内容　オフィスビルなど大規模な建築基礎工事中心

事務所＆寮　東京都三鷹市

勤務時間　８：00～17：00

給　　与　日給11,000円～14,000円

休日休暇　日曜、年末年始、夏季休暇、ＧＷ休暇

⃝入社祝金５万円支給（当社規定有）

⃝紹介謝礼金制度有（１人２万円／規定有）

⃝社会保険完備、資格取得支援制度、日払い・週払いＯＫ（規定有）

⃝各種手当（運転・職長・早出・残業）

⃝即入居可！寮有り（エアコン＆ＴＶ完備）

株式会社藤田組
　〒181-0014　東京都三鷹市野崎3-26-5

　　　　　　　　 電話：0422－32－5848　採用担当：池田

「
ま
た
逢
う
日
ま
で
・
・
・
」

　
　
　
　
私
た
ち
は
巣
立
ち
ま
す
！

　晴々とした表情の卒園児

は、名前を呼ばれると元気

に返事をし、村上園長先生

から修了証書が手渡され

「ありがとう」と元気に受

け取りました。卒園児・在

園児ともにお別れの歌や

メッセージで名残を惜しみ

ながらも、園歌を元気いっ

ぱい斉唱しました。

　在校生から卒業生一人ひとりに感謝の言葉や学校生

活での思い出が話されると、学校生活を振り返り涙す

る卒業生もいました。

　卒業生からは一緒に過ごしてきた仲間や在校生、先

生方に感謝の言葉が述べられ、涙を流しながらも最後は

笑顔で６年間過ごしてきた学び舎に別れを告げました。

将来の夢や小学校で頑張りたいことを発表する卒園児の皆さん

お母さん、ありがとう！

在校生に見送られ卒業 会場を感動に包む卒業生の別れの歌

凛 し々い表情で卒業証書を受け取る卒業生

紙吹雪の中を笑顔で卒園

今別小学校　14名

今別こども園　11名
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有料広告掲載
しませんか

　広報いまべつでは町民サービスの向上と企業や商店等による事業活動の活性化を支援するため、要綱を
定め、有料広告を募集しています。・縦4.5cm×横17㎝　3,500円／月　・縦4.5cm×横 8㎝　1,800円／月
　広告掲載を希望する１ヵ月前までに広告の原稿を添えて今別町役場企画財政課までお申し込み下さい。
（申込書は企画財政課に備え付けてあります）
【お問合せ先】　今別町役場　企画財政課　電話：０１７４－３５－３０１２

　ご家族や先生方に見守られながら凜とした表情で入場する姿にたくましさが見られました。

　「生徒数が少ないからこそ体験できたこともあり、充実した高校生活を送ることができました。新しい

環境でのスタートは不安と期待がありますが、学んだ事を活かして日々精進していきます」と決意を述べ

た相内南さんや卒業生の目は輝いていました。

　晴れの舞台を迎えた卒業生は、学校生活での楽しかったことや辛

かったことを思い出しながら式に臨み、在校生からの感謝の言葉が

述べられると涙する生徒もいました。

　在校生から贈る歌、卒業生の別れの歌、そして、全校生徒での合

唱や校歌斉唱は会場を感動に包みました。

今別中学校　17名

青森北高校今別校舎　10名

ご卒業おめでとうございます。皆様のこれからの更なるご活躍をお祈りします。

会場の温かい拍手に涙ぐむ場面も ３年間の思い出を胸に刻む

凜とした表情の卒業生の姿がありました目標や決意を述べる相内さん

卒業おめでとう
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平成31年度主な事業

　町議会３月定例会で平成31年度一般会計及び特

別会計の予算が成立しました。

　町にはどんなお金が入ってきて、町民のためにど

のように使われるのか予算の概要をお知らせします。
平成31年度当初　予算が決まる！

一 般 会 計 予 算� 32億3千650万8千円

特別会計予算総額� 12億5千891万5千円

前年度に比べ

7億3千53万9千の増額（19.4％）

一般会計歳入予算内訳（3,236,508千円）

事　　　業　　　名 事 業 費 

総
務
費 

旧開智小学校解体工事（新規） 28,600千円 

新幹線利用促進助成金（新規） 1,000千円 

巡回バス購入（新規） 4,482千円 

民
生
費 

出産祝金（新規）

※第１子10万円、第２子15万円、

　第３子以降20万円 

450千円 

乳児おむつ購入費助成金（新規） 80千円 

プレミアム付き商品券事業（新規） 3,196千円 

農
林
水
産
業
費 

開発センター集会室

耐震補強工事（新規）
53,097千円 

ヒートポンプ導入工事（新規） 7,700千円 

サクラ植栽等工事（新規） 1,163千円 

藻場造成事業補助金（継続） 2,000千円

事   業   名 事業費 

商
工
費 

公園ＬＥＤランプ交換工事（新規） 405千円 

展望いさりび裏地盤改善工事（新規） 5,335千円 

交流センター事務室

屋根葺替工事（新規）
5,500千円 

土
木
費 

大川平上町１号線外舗装補修工事

（八幡町工区外）（継続） 
40,000千円 

町営住宅建替新築事業（新規） 59,000千円 

消
防
費 

消防車両購入事業（継続） 29,438千円 

防災行政無線デジタル化工事（新規） 716,915千円 

旧有線柱及び線撤去工事（新規） 5,845千円 

教
育
費 

学校給食助成事業（継続）

※全額補助 
2,234千円

一  般  会  計

依存財源

自主財源 地方交付税
1,254,300
　　　 千円
（38.8％）

国・県支出金
399,182千円
（12.3％）

町債
987,100千円
（30.5％）

町税
307,947千円
（9.5％）

地方譲与税
15,170千円（0.5％）

地方消費税交付金外
54,853千円（1.7％）

その他諸収入
使用料及び手数料他
64,081千円（1.9％）

繰入金
153,875千円（4.8％）
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平成31年度会計別予算額

会　　　　　計　　　　　名 平成31年度 平成30年度 増減額 増減率 

一　　般　　会　　計 3,236,508千円 2,445,249千円 791,259千円 32.4％

特　

別　

会　

計 

国民健康保険特別会計（事業勘定） 443,926千円 452,290千円 ▲8,364千円 ▲1.8％ 

国民健康保険特別会計（診療施設勘定） 134,782千円 160,789千円 ▲26,007千円 ▲16.2％ 

後期高齢者医療特別会計 44,357千円 48,002千円 ▲3,645千円 ▲7.6％ 

介護保険料特別会計（保険事業勘定） 525,565千円 524,269千円 1,296千円 0.2％

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） 18,717千円 18,032千円 685千円 3.8％

簡易水道事業特別会計 91,568千円 116,253千円 ▲24,685千円 ▲21.2％ 

小　　　　　　　　計 1,258,915千円 1,319,635千円 ▲60,720千円 ▲4.6％ 

合　　　　　　　　計 4,495,423千円 3,764,884千円 730,539千円 19.4％

一般会計

町民１人及び１世帯に使われるお金

１人当たり
1,225,950円

１人当たり
2,279,231円

平成31年2月28日現在 

人　口 2,640人 

世帯数 1,420世帯 

を基に計算しました。 

平成31年度当初　予算が決まる！

一般会計歳出予算内訳（3,236,508千円）

一般会計歳出内訳（性質別） 一般会計歳出内訳（目的別）

総務費
470,086千円
（18.5％）

民生費
567,243千円
（21.4％）

衛生費
175,723千円
（6.9％）

農林水産費
179,904千円
（5.7％）

商工費
82,234千円
（4.5％）

土木費
337,306千円
（11.2％）

消防費
897,921千円
（7.9％）

教育費
166,514千円
（7.5％）

公債費
280,448千円
（13.2％）

その他30,052千円（1.5％）
議会費49,077千円（1.7％）

人件費
377,445千円
（11.7％）

物件費
517,873千円
（16.0％）

扶助費
174,879千円
（5.3％）

補助費等
400,673千円
（12.3％）

普通建設事業費等
1,188,241千円
（37.0％）

公債費
280,448千円
（8.6％）

繰出金
225,360千円
（7.0％）

積立金
27,823千円
（0.8％）

その他
（維持補修費等）
39.125千円
（1.2％）

投資及び
出資金・貸付金
4,641千円（0.1％）
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 このコーナーでは、町の活性化に取組んでいる人、ＰＲ活動等に励んでいる人、事業等を展開し様々な

分野で活動・活躍している人など、今別町在住の個人・団体の取組みを取材し紹介していくコーナーです。

聞いでけろ〜！わぁだぢの
取組

わぁだぢの
取組

第７弾

　第７弾の今回は日本サーモンファームの内田正太郎さんです。内田さん

は高校卒業後、今別町を離れましたが「サーモン養殖事業に携わりたい」

という思いから、故郷今別町に戻り浜名沖で順調に進んでいるサーモン養

殖事業に従事し、多忙な日々を過ごしています。

【質問１】
　サーモン養殖事業で嬉しいこと、大変なことを教えてください。

【回答１】

　　毎日魚体測定を行い近くで見ていますが「あんなに小さかったのに大

きくなったなぁ」とすくすく成長して、目に見えるのが嬉しいです。自然

が相手なのでケガをしないように気を使っています。

【質問２】
　サーモンの評価が非常に高いとお聞きしましたが、町内での購入や食卓に並ぶのはいつ頃になる予定ですか。

【回答２】

　まだ試験段階なので明確には答えられませんが、この事業が確立されれば買い物やイベント等で購入でき、

食卓に並ぶ日が来ると思います。

【質問３】
　今後の作業日程を教えてください。

【回答３】

　今後も毎日エサを与え、４月下旬あたりから出荷の作業が始まります。

【質問４】
　久しぶりに今別町に戻ってきましたが、この数年で変わった

と思うことはありますか。

【回答４】

　イベントが多く開催されていると感じます。様々な場所でＰＲ活動をしているので、県内外から「今別町に遊び

に来ました」という話をよく聞くようになりました。

【質問５】
　サーモン養殖事業を通して今別町をこういう風に変えた

いという想いはありますか。

【回答５】

　人口減少、町外の流出というワードをよく耳にします

が、進学や就職の事を考えると仕方のないことだと思いま

す。自然を活かした畜産、農業、水産業など安定的な生産

を行えるような場所や機会があれば、雇用が増え町外で学

んだ事を生かすため戻りたいと考える人もいると思いま

す。今の事業がそのきっかけになり、数年後、数十年後で

も、町のさらなる発展になればと思います。

～町民の皆さんへ～

　日頃からサーモン養殖事業にご理解、ご協力いただきありがとうございます。

　毎日近くで成長を見ており順調に育っています。早く町民の皆様にお届けしたいのですが、まだ試験段階

なので、食卓に並ぶまでもう少しお待ちください。

　この事業が確立され、漁業の発展や雇用の場のきっかけとなれるよう、全力で前向きに取り組んでいきま

すので、引き続きよろしくお願いいたします。

日本サーモンファーム株式会社

養殖部　内田正太郎さん

水質検査も行い成長を見守る

養殖が行われている浜名沖のいけすでは順調に育っています
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今 別 町 職 員 人 事 異 動 の お 知 ら せ

　町では平成31年度事業の１つである「広報いまべつデジタル化」を

実施予定です。

　広報紙は町の出来事やお知らせを町民の皆さんに周知する身近なも

のであり、デジタル化することにより紙媒体をスマートフォンやタブ

レット端末に配信でき、町内外にも手軽に広報紙を発信することがで

きます。

　実施にあたり、良い状態でデジタル化が必要なため、全号または下

記の広報いまべつをお持ちの方は、情報提供にご協力をお願いいたし

ます。

【広報いまべつを探しています】

　７号、37号、107号、147号、150号、172号、192号、252号、369号、

　428号　477号

【問合せ先】

　今別町役場　企画財政課　広報担当　電話：35－3012

　平成31年４月１日付け発令の人事異動をお知らせします。

　日頃より町巡回バスをご利用いた

だき、ありがとうございます。　

　４月６日（土）より、巡回バスの運

行時間が変更となります。それに伴

い、奥津軽いまべつ駅21時18分発三

厩駅行きのバスを運休いたします。

利用されるお客様にはご迷惑をおか

けしますが、ご確認のうえご利用く

ださいますようお願いいたします。

　なお、改正となった運行時刻等に

ついては、一緒に配布されました

「巡回バス運行時刻表」をご覧くだ

さい。

【問合せ先】

　今別町役場　総務課　運転管理

　電話：35－3480

広報いまべつを探しています 町巡回バス運行時刻変更のお知らせ

◉４月１日付

区分 新　　任 旧　　任 氏　名 

参
事
・
課
長
級 

会計管理者、

参事・税務会計課長

会計管理者、

税務会計課長
綿谷　敏明 

教育課長

（今別町中央公民館

長兼務）

産業観光課副参事 中嶋　正文 

今別診療所事務長 教育課長 川村　一樹 

課
長
補
佐
・

総
括
主
幹
級

総務課総括主幹 総務課主幹 相内　　譲 

総務課総括主幹 議会事務局主幹 阿部真紀子 

産業観光課総括主幹 産業観光課主幹 田中　　譲 

主
幹
級

総務課主幹 総務課主査 遠田　剛洋 

建設水道課主幹 建設水道課主査 阿部　　聖 

主　
　

査　
　

級 

総務課主査 総務課主事 成田　秀和 

企画財政課主査 企画財政課主事 小鹿　亮磨 

町民福祉課主査 町民福祉課主事 澤田　稔章 

税務会計課主査 産業観光課主査 奥崎　　匠 

税務会計課主査 
総務課主事

（青森県へ派遣） 
澤田　淳一 

建設水道課主査 建設水道課主事 太田　卓也 

教育課主査 教育課主事 大馬　義明 

主　

事　

級 

企画財政課主事 町民福祉課主事 東　　慶将 

町民福祉課主事 総務課主事 藤田　　葵 

建設水道課主事 産業観光課主事 吉田　幸憲 

産業観光課主事 建設水道課主事 川浪　光輝 

産業観光課主事 町民福祉課主事 本郷　沙希

◉新採用

区分 新　　任 派　遣　先 氏　名 

新　
　

採　
　

用 

企画財政課主事 　 山内　大輔 

企画財政課主事 　 太田　祐介 

町民福祉課主事 　 阿部　周平 

教育課主事 　 嶋中　哲哉 

総務課付け 
青森地域広域

事務組合へ派遣（消防）
中村　晃平 

総務課付け 
青森地域広域

事務組合へ派遣（消防）
嶋中　　幹 

◉研　修

区　分 派　遣　先 旧　任 氏　名 

青森県へ派遣 県地域活力振興課 総務課付け 相内　　峻

◉退職（平成31年３月31日付）

区　分 旧　　　任 氏　名 

定年退職 議会事務局長 小鹿　康弘 

定年退職 町民福祉課副参事 綿谷　有子 

退職 今別診療所看護師 吉田　和也 

退職（再任用） 税務会計課主幹専門員 武知　活憲

◉再任用

区分 新　　　任 旧　任 氏　名 

再　
　

任　
　

用 

議会事務局主幹専門員 　 小鹿　康弘 

町民福祉課主幹専門員 　 綿谷　有子 

産業観光課主幹専門員

（再任用継続） 

今別診療所

主幹専門員 
綿谷　広巳 

教育課主幹専門員

（再任用継続）

税務会計課

主幹専門員
本郷　光成 

産業観光課主幹専門員

（再任用継続） 

産業観光課

主幹専門員 
太田　政彦 

産業観光課主幹専門員

（再任用継続） 

産業観光課

主幹専門員 
高橋　峰子 
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参
堂
と
境
内
が
た
く
さ

ん
の
樹
木
に
囲
ま
れ
た

う
っ
そ
う
と
し
た
森
。
ま

る
で
〝
ト
ト
ロ
〟
が
出
そ

う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
る
今
別
八
幡
宮
。
こ
の

神
社
の
森
に
は
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
ス
ギ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ

ツ
・
ブ
ナ
・
ウ
ダ
イ
カ
ン

バ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
ホ
オ
ノ

キ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
の

樹
木
が
「
神
域
」
の
中
で

う
っ
そ
う
と
生
い
茂
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
神
社
は
、
今
別
城

主
平た

い
ら
も
く
の
す
け

杢
之
助
の
娘
が
、
永

禄
３
年
（
１
５
６
０
）
に

浪
岡
城
主
北

き
た
ば
た
け
と
も
ゆ
き

畠
具
運
と
結

婚
し
、
具
運
が
妻
の
願
い

か
ら
建
立
し
た
─
─
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
今

別
八
幡
宮
は
丘
陵
の
突
端

に
建
立
さ
れ
、
今
別
川
と

沢
に
お
お
わ
れ
て
敵
を
防

ぐ
に
は
屈
強
な
場
所
で
も
あ
っ
た

（
今
別
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
い
う

よ
う
に
格
好
な
所
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
明
治
５
年（
１
８
７
２
）に
宮
号

廃
止
の
官
令
に
よ
り
「
今
別
神
社
」

と
改
称
、
昭
和
51
年
６
月
に
は
県
知

事
か
ら
承
認
を
受
け
て
旧
名
の
「
今

別
八
幡
宮
」
に
復
し
て
い
ま
す
。
昭

和
25
年
（
１
９
５
０
）
、
津
軽
線
敷

設
の
た
め
に
境
内
地
を
約
２
０
０
坪

（
約
６
６
０
平
方
ｍ
・
ほ
ぼ
25
ｍ
四

方
）
を
譲
渡
し
ま
し
た
。

　

青
森
県
教
育
委
員
会
で
は
、「
東

北
新
幹
線
関
係
遺
跡
分
布
調
査
報
告

書
」
を
昭
和
47
年
３
月
30
日
に
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
６
集
と
し

て
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に
「
今

別
八
幡
宮
遺
跡
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
遺
跡
の
種
別
は
「
住
居
跡
」

で
、「
八
幡
宮
を
新
築
し
た
際
、
参

道
拡
張
の
た
め
切
り
崩
さ
れ
た
崖
に

竪
穴
住
居
跡
が
現
れ
、
そ
の
中
の
焼

土
か
ら
高
さ
約
25
㎝
の
土は

師じ

の
壺つ

ぼ

に

骨
が
入
っ
て
出
土
し
た
」
と
出
て
お

り
、
し
か
し
な
が
ら
現
在
（
昭
和
46

年
）
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
」

　

と
い
う
。
今
回
の
調
査
で
得
た
も

の
は
、
そ
の
壺
の
下
か
ら
出
土
し
た

と
い
う
支
脚
１
本
で
し
た
、
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
別
八
幡
宮
遺
跡
、

空
想
を
膨
ら
ま
せ
る
未
知
へ
の
調
べ

で
す
。

【
お
知
ら
せ
】

　

今
別
町
公
民
館
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
が
４
月
19
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
７
時
ま
で
の
予

定
で
今
別
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
。
講
師
は
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
の
須
藤
弘
敏

教
授
。
演
題
は
「
今
別
の
仏
像
」
。
受
講
料
は
無
料
で
誰
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
今
別
町
教
育
委
員
会
［
電
話
35

－

２
１
５
７
］
へ
。

※
土
師
＝
土
器
の
製
作
な
ど
を
し
た
人
。

　開発センターの集会室は、耐震補強工事を実施する

ため今年度の使用ができなくなります。工事の期間は

2019年６月頃から2020年３月を予定しています。ご不

便をおかけしますがご協力をお願いします。

【問合せ先】今別町役場産業観光課　電話：35－3005

　コミュニティ助成事業とは、宝くじの社会貢献広報とし

て、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備、安

全な地域づくりと共生のまちづくり、地域文化への支援や

地域の国際化の推進及び活力ある地域づくり等に対して助

成を行い、地域のコミュニティ活動の充実、強化を図るこ

とにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上のため

の事業が行われます。

　このたび、平成30年度コミュニティ助成事業（一

般コミュニティ事業）を活用し、関口地区が高齢者

世帯の除雪作業を行うための除雪機や関口コミュニ

ティハウスの備品として、物置、会議用テーブル、

座布団、座椅子、ガスコンロ、テレビアンテナを整

備しました。整備された備品等を活用し、地区の親

睦を深めコミュニティ活動の推進を図っていきます。

　今年度も緑の募金活動を実施します。

　皆様方のご好意は、地域緑化運動や森林・緑づくり

に活用されます。ご協力をよろしくお願いします。

期間：４月１日（月）～５月31日（金）

【問合せ先】今別町役場産業観光課　電話：35－3005

　今別町は、平成31年４月から今別町の小・中学校に

通学している小学生・中学生への学校給食費を全額助

成することとしました。これは、学校給食に係る経費

の保護者負担分を助成することにより、保護者の経済

的負担を軽減し、教育の充実に資するとともに、子育

て支援することを目的としております。

◇助成対象者◇

　今別町小・中学校に在籍している児童生徒の保護者

が対象となります。

【問合せ先】今別町教育委員会　電話：35－2157

開発センター集会室の使用休止について

「緑の募金」の実施について

小・中学校の給食費を全額助成します コミュニティ助成事業

今別八幡宮遺跡　未知への調べ

No. 18
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　学生納付特例制度により、平成30年度に保険料

納付を猶予されている方で、平成31年度も引き続

き在学予定の方へ、３月末に基礎年金番号等が印

字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付

されています。

　同一の学校に在学されている方は、このハガキ

に必要事項を記入して返送いただくことにより、

平成31年度の申請ができます。（この場合、在学

証明書または学生証の写しの添付は不要です）

　なお、平成31年度は学生納付特例制度を利用せ

ず、保険料の納付をご希望の場合は、納付書を作

成して送付します。お手数をおかけしますが、お

近くの年金事務所までお問合せください。

【問合せ先】

今別町役場　町民福祉課　国民年金係

　電話：35－3003

日本年金機構　青森年金事務所　お客様相談室

　電話：017－734－7498

　町では40歳から74歳の今別町国民健康保険加入

者を対象に、糖尿病等の生活習慣病の発症や重症

化予防を目的として、メタボリックシンドローム

（内臓脂肪症候群）に着目した特定健康診査を実

施しております。

　１年に１回無料で受診できますので、この機会

に生活習慣病の予防・改善に取り組みましょう。

　健診日につきましては今月別途配布しておりま

す、「2019年今別町健康づくりカレンダー」をご

確認ください。

【問合せ先】

今別町役場　町民福祉課　電話：35－3003

後期高齢者医療被保険者の皆様へ国民年金に関するお知らせ
国民年金保険料学生納付特例の申請について 改元による被保険者証等の元号の読み替えについて

　2019年５月１日から改元されます。

　新元号発表後、速やかにシステムの改修をいたします

が、改修作業期間中に発行される一部の「被保険者証」

や「通知書」などで、「平成」と表記されるケースが想

定されます。

　現在ご使用いただいている「被保険者証」の有効期限

は平成31年７月31日となっておりますが、この場合「平

成」を新元号に読み替えていただくことになります。

　「平成」と表記されておりましても、これまでと変わ

りなく使用できます。

　なお、今年度は「被保険者証」の一斉更新の年となっ

ており、７月末には新元号に対応した新しい「被保険者

証」を各地区の会館で交付させていただきますので、ご

理解とご協力をお願いいたします。

指定口座を変更する場合の届け出のお願い

　高額療養費等は、一度振込先の口座登録をすると、情

報が自動的に引き継がれ、その都度登録手続きをしてい

ただく必要はありません。

　しかし、近年、過去に登録した口座を解約または金融

機関の支店の統廃合等により変更となったにも関わら

ず、変更の届出をしないことにより、お振り込みができ

ないケースが増えています。一度登録した口座を変更し

た場合は、必ず今別町役場町民福祉課へ届け出ください

ますようお願いいたします。

【問合せ先】

青森県後期高齢者医療広域連合　電話：017－721－3821

今別町役場　町民福祉課　電話：35－3003

　ねぶたを作る三要素である「ねぶた」「囃子」「跳人」について学び、そして実際に体験してみませんか。学

びと体験のあとは金魚ねぶたの制作も行います。みんなで一緒になって全身を使って楽しくねぶたを感じられ

る事業を開催いたします。

日　時 2019年４月21日（日）、５月12日（日）、６月９日（日）全日程午前10時より 

場　所 青森市立橋本小学校（住所：青森市橋本１－９－17）（電話：017－731－6136） 

対　象 青森市内及び東津軽郡地域にお住まいの方 

定　員 100名程度 

料　金 2,000円（金魚ねぶた材料費、昼食３回分） 

備　考 

詳細は青森青年会議所ホームページ内、NAC～ねぶたアカデミーカレッジ～特設ページ（http://aomorijc.or.jp/

ajc2019/nac/）まで

昼食はこちらでご用意します。アレルギーがある方はお問合せ下さい。また、お弁当が不要な方はお知らせください。

（料金を減額します）

駐車場に限りがございますので、なるべく公共の交通機関をご利用ください。青森駅２番・３番乗り場より（東部営

業所、浅虫、県立病院、東バイパス、小柳、戸山団地　方面行き）バス乗車約６分、「文化会館前」下車徒歩３分

その他 
募集締め切り４月12日（金）まで

金魚ねぶた制作の関係がございますので、３日全てに出て頂きたいですがやむを得ない場合はお問合せ下さい。

【問合せ先・申込先】

公益社団法人青森青年会議所（青森市本町４丁目１－25）電話：017－722－3355　FAX：017－722－3356

特定健康診査が始まります

学んで鳴らして跳ねて作る！「ＮＡＣ～ねぶたアカデミーカレッジ～」

【QRコード】アカデミー
カレッジ特別ページへ



122019年４月号

今別町ふれあい福祉センター４月の相談日のご案内

お悔やみ申し上げます

宮本　石雄さん（83）村元
佐藤　正德さん（94）今別
梅田　惠美子さん（85）西田
嶋中　一仁さん（58）大川平
野土谷　イヨさん（94）西田

今別町の姿
（平成31年２月28日現在）

面　積　  125.27㎢

人　口　2,640人（−11）

　男　　1,261人（−５）

　女　　1,379人（−６）

世帯数　1,420　（±０）
（　）内は前月比

戸籍の窓口 （２月１日から２月28日までの届出分）
※ご家族から了承を得た方になります。

一般相談　日常のあらゆる心配ごと悩みごと・・・など

相談種別 相　談　日 相 談 時 間 相　談　員

電 話 相 談
毎週月曜日
　〜金曜日

10：00
 〜17：00

社 協 職 員

※土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願いします。
※４月の専門相談はありませんのでよろしくお願いします。
※相談会場は、開発センターです。

【お問合せ先】社会福祉法人　今別町社会福祉協議会
電話：35−3081

町の行事予定（４月１日〜５月10日）
※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。
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海峡の家ほろづき 温泉の日のお知らせ
　海峡の家ほろづき温泉の日は毎月

水・土曜日となっています。

　毎月第３木曜日は老人の日（65歳以

上、年齢確認ができるものを提示くだ

さい）です。ぜひ、ご利用ください。

【お問合せ先】
　海峡の家ほろづき　電話：36-2166

　今別町役場　産業観光課　電話：35-3005

【３月入荷図書紹介】

⃝「東雲ノ空」「秋思ノ人」（佐伯泰英）

⃝「出世花」「連花の契り」（髙田郁）

⃝「鬼神の如く」「辛夷（こぶし）の花」（葉室麟）

⃝「たんぽぽ団地のひみつ」（重松清）

⃝「てのひらの闇」（藤原伊織）

⃝「珈琲店タレーランの事件簿５」（岡崎琢磨）

⃝「私の家では何も起こらない」（恩田陸）

【問合せ先】ふれあい文庫　電話：31－5140

　身体障害者手帳、療育（愛護）手帳、精神障害者、戦傷

病者手帳の交付を受けている方、またはその方と生計を一

にする方が、これらの手帳の交付を受けている方の生業、

通院、通学などのために軽自動車を使用している場合で、

その障害の程度や車両の使用状況などが一定の条件に該当

するときには、申請により軽自動車税の減免を受けること

ができます。

※普通自動車税の減免を受けている方は軽自動車税の減免

を受けられませんので、ご注意ください。

●申請受付期間

　2019年４月16日（火）～2019年５月７日（火）

　詳しくは下記までお問い合わせください。

【問合せ先】今別町役場　税務会計課　軽自動車税係

　　　　　　電話：35－3008

　病気や事故などに

より心停止になった

人を救うには、救急

車が到着するまでの

間、そばに居合わせ

た人が心肺蘇生など

の応急手当てを行う必要があります。

　心臓と呼吸が止まってから時間の経過とともに救命の可

能性は急激に低下しますが、心肺蘇生やＡＥＤ（自動体外

式除細動器）などの応急手当を行えば、救命の可能性はお

よそ２倍になります。

ＡＥＤ使用手順

①ＡＥＤを傷病者の近くに置く。

②ＡＥＤの電源を入れる。

③電極パッドを張る。

※電源を入れると音声メッセージで実施すべきことを指示

を出してくれます。焦らず落ち着いて従ってください。

軽自動車税減免のお知らせ

４　月

７日（日） 青森県議会議員選挙投票日 

８日（月） 今別小・中学校入学式青森北高校今別校舎入学式
10日（水） 今別中学校修学旅行～13日（土）まで 
11日（木） 山火事防止パレード（全町）� 【産業観光課】
24日（水） 青森北高校今別校舎今別川河川清掃活動 

28日（日） 海峡いまべつ春まつり（さざなみ公園）� 【今別町観光協会】

５　月

７日（火） 軽自動車税納期限� 【税務会計課】
10日（金） 第１回キクの会（町外）� 【社会福祉協議会】

ふれあい文庫新着図書のお知らせ

いざという時のために

応急手当の知識と技術を身に付けましょう

町内ＡＥＤ設置場所 

今別こども園 奥津軽いまべつ駅 

今別小学校 相内建設株式会社 

今別中学校 なかやま荘 

青森北高校今別校舎 今別診療所 

青森農協今別支店 今別町役場


